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件   名 カーボン・オフセットの実施について 

所管部課名 環境部環境政策課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

内  容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 区の事務事業において排出する二酸化炭素（ＣＯ２）について、以下のと

おりカーボン・オフセットを実施する。 

１ カーボン・オフセットの対象 

令和４年度における公用車１８９台の走行に伴い排出したＣＯ２ 

２５４トンのうち２００トン分 

２ 購入するオフセット・クレジット 

  新潟県魚沼市「魚沼わくわくの森プロジェクト」２２０万円 

（魚沼市で森林整備の財源などとして活用される） 

＜参考＞ 

  カーボン・オフセットとは、自らの活動により排出するＣＯ２削減努

力をしたうえで、どうしても削減できない排出量の全部または一部を、

他の場所のＣＯ２吸収・削減のための活動で埋め合わせ、相殺すること。 

過去５年のカーボン・オフセットの実績 

年度 オフセットの対象 数量(t) 調達先 

2018 
清掃車（小型プレス車）の 6か月分 236 魚 

地球環境フェア 2018 8 八、阿、高 

2019 
清掃車（小型プレス車）の 6か月分 200 魚、 

地球環境フェア 2019 6 八、高 

2020 
足立清掃事務所の令和２年度の電

気使用に伴い排出したＣＯ２の一部 
210 魚 

2021 
令和２年度中に公用車（200台）の

走行に伴い排出したＣＯ２ 
297 魚 

2022 
令和４年度上半期に清掃車の走行

に伴い排出したＣＯ２の一部 
200 魚 

   魚：魚沼市 八：秋田県八峰町 阿：新潟県阿賀町 高：高知県 

３ 今後の予定 

  カーボン・オフセットと森林整備の大切さについて区民・事業者等へ

情報発信していく。また、魚沼市と連携し、引き続きカーボン・オフセ

ットを実施していく。 

 

 

令和５年度第４回足立区環境審議会資料 

報告事項１ 

 
脱炭素ロードマップ 



2 
 

 

件   名 
「あだち環境かるた４～ＳＤＧｓ版～」の完成及び「第１６回あだち環

境かるた大会」の開催について 

所管部課名 環境部環境政策課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

内  容 

 

 

 

 

 

 

「あだち環境かるた４～ＳＤＧｓ版～」の完成及び「第１６回あだち環

境かるた大会」の開催について、以下のとおり情報連絡する。 

 

１ 「あだち環境かるた４～ＳＤＧｓ版～」の完成について 

（１）作成の経緯 

      「あだち環境かるた」は、楽しみながら環境問題などを考えるきっ

かけづくりを目的に作成が始まり、５年ごとにリニューアルし、あだ

ち環境かるた大会などで使用している。令和４年５月に区が「ＳＤＧ

ｓ未来都市」に選定されたことから、今回は「あだち環境かるた４～

ＳＤＧｓ版～」として作成した。 

（２）読み札及び絵札のデザイン 

   読み札は、令和４年７月～８月の夏休みに区立小学校全児童を対象

に募集した。応募のあった３，１９４点から、各学校で１，０６２点

を選定し、審査会を経て４４句の読み札を決定した。 

令和５年度は、令和４年に決定した読み札をもとに絵札のデザイン

を検討し、関連するＳＤＧｓの目標なども掲載し、作成した。また、

ＳＤＧｓ解説書も同封している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ▲環境問題やＳＤＧｓに関連する読み札と児童の標語に込めた思いを

掲載 

（３）周知方法及び今後の方針 

   ① あだち広報及びＨＰ、ＳＮＳ等を活用し周知・啓発 

   ② 区内幼稚園・保育園や小学校等へ配付（令和５年１１月） 

   ③ 区政資料室で販売（１セット９００円） 

 

令和５年度第４回足立区環境審議会資料 
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２ 「第１６回あだち環境かるた大会」の実施結果について 

（１）目的 

   環境かるた大会の開催を通して、児童に楽しみながら環境問題を考

えるきっかけとしてもらうことを目的とする。 

（２）実施日時および会場 

   令和６年１月２８日（日） 

 区立島根小学校 体育館にて実施 

（３）対象 

   区内在住・在学の小学校１～６年生 

（４）周知方法 

区立小学校全児童にお知らせを配付 

（５）参加者数 

   ２１１名（低学年の部１１３名、高学年の部９８名） 

（６）実施方法 

   ア 「あだち環境かるた４～ＳＤＧｓ版～」を使用する。 

   イ １年生から３年生を「低学年の部」、４年生から６年生を「高

学年の部」とする。 

   ウ 感染症対策（入場時の検温、手指の消毒、会場の換気）を徹底

する。 

マスク着用については、「新型コロナウイルス感染症拡大防止ガイ

ドライン」を踏まえ、個人の主体的な判断を尊重する。 
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件   名 「地球にやさしいひとのまち」ポスターコンクールの実施結果について 

所管部課名 環境部環境政策課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

内  容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ポスターコンクールの実施内容および結果について、以下のとおり報告

する。 

１ 目的 

  環境問題に関するポスターの作成を通じて、地球にやさしい環境行

動を実践する人を増やし、安心して暮らせる豊かな環境をつくる。 

２ テーマ 

私の簡単エコ活動 

３ 応募対象 

  区内在住、在勤、在学の方 

４ 募集期間 

令和５年６月１２日（月）～１０月１３日（金） 

５ 周知方法 

  あだち広報、区ホームページ、ＳＮＳ、募集案内 

６ 応募数 

  小学生 ４２２点 、中学生 ３１８点 、一般 ９１点 

計   ８３１点 

７ 入賞作品（最優秀賞） 

【小学生部門】      【中学生部門】     【一般部門】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

西新井第一小学校４年生   第四中学校３年生     足立高等学校２年生  

※ 外 入賞者（金賞８名、銀賞１３名、銅賞１８名）計３９名 

令和５年度第４回足立区環境審議会資料 

報告事項３ 
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８ 結果の公表や作品の紹介について 

（１）入賞作品は１２月１９日（火）から２５日（月）まで本庁舎１階ア

トリウム、１月１７日（水）から２３日（火）までエルソフィア１階

梅田地域学習センター受付横の壁面に展示したほか、１月１９日（金）

から２５日（木）までビュー坊テレビ全９か所および本庁舎アトリウ

ムサイネージで放映した。また、ホームページやＳＮＳで実施結果に

ついて公表している。 

（２）入賞者には賞状と記念品を贈呈した。 

 

９ 今後の方針 

  入賞作品については、ポスターコンクールの啓発グッズに使用してい

く。 

   過去の入賞作品を活用した啓発物品 

     左：令和元年度入賞作品をデザインに活用したボックスティッシュ 

右：令和４年度入賞作品をデザインに活用した絆創膏 
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件   名 環境学習事業（環境学習ツアー、野鳥観察会）の実施結果について 

所管部課名 環境部環境政策課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

内  容 

 

 

 

 

 

 

令和５年１１月、１２月に実施した環境学習事業について、以下のとお

り報告する。 

１ １１月実施事業について 

名 称 環境学習ツアー「わくわく植樹体験 in鹿沼」 

実施日 １１月１９日（日） ※ 日帰り 

実施場所 栃木県鹿沼市 

目 的 

植樹体験や木を使ったものづくりを通して、森林が果たす

様々な役割を学び、緑の大切さについて理解を深め、友好自

治体との交流を図る。 

内 容 植樹体験、木工教室（杉板焼き体験）等 

対 象 区内在住の小学生とその保護者 

定 員 
４０名 

※ うち１０名は子どもの未来応援枠 

応募者数 ３５８組９０６名の応募があり抽選で参加者を決定 

参加者数 １７組３８名 

主な意見 

・感想 

① 植樹した木が、数年後に訪れてどれだけ大きく育った

か見てみたい。 

② 植樹体験で、お友達やその家族と協力して作業できた。 

③ 杉板焼き体験は、火を使って焼くのは難しかったけど、

自分で作れて楽しかった。 

④ 自然や植物、生きものなどを大切にしようと思う。 

⑤ 今より足立区を豊かにしようと思う。 

その他 

復路の途中で乗車していた観光バスによる物損事故あり。 

事故に伴う参加者への対応については、バス事業者の費用

負担により区を通じて実施。 

 

 

令和５年度第４回足立区環境審議会資料 
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２ １２月実施事業について 

名 称 野鳥観察会 

実施日 １２月３日（日） ※ １日２回実施 

会 場 都立舎人公園 

目 的 
身近な環境で生きものと出会う機会を提供し、その生態を

学びながら生きもの同士の関係を考えるきっかけとする。 

対 象 小学３年生以上の方（ただし小学生は保護者同伴） 

定 員 
各回２０名×２回 

計４０名 

応募者数 ２２２名の応募があり抽選で参加者を決定 

参加者数 ３２名 

主な意見 

・感想 

① 色々な鳥が、鳴いていたり食べていたりしていたところ

が面白かった。 

② 普段歩いているところに思いがけない鳥がいることを

知れた。 

③ 舎人公園にはよく来るが、こんなにたくさんの鳥がいる

ことを知らなかったので、色々な鳥を見られて名前を知

ることができて楽しかった。 

④ 舎人公園にいる鳥の名前や性質を知ることができた。説

明がわかりやすく、子どもも楽しめる工夫が良かった。 

⑤ 鳥たちの邪魔をせずに、皆でじっくり観察できた。好き

な生き物について、より詳しく知れた。 
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件   名 飛沫防止パネルのリサイクルについて 

所管部課名 ごみ減量推進課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

内  容 

 

 

 

 

 

 

 

  

 新型コロナウイルス感染症対策のため、庁内に設置していた飛沫防止パ

ネルのリサイクルを以下の内容で進めていることを報告する。 

１ リサイクルの概要 

（１）対象 

   区施設で使用したペット樹脂製の飛沫防止パネル 

（２）リサイクルの内容 

   破砕、洗浄後ペレット化してプラスチック製品の原料に再生する

（マテリアルリサイクル）。 

    衣類や食品トレイなどに生まれ変わる。 

（３）事業者 

   収集運搬：東武清掃株式会社 

   中間処理：株式会社市川環境エンジニアリング 

   最終処分：協栄産業株式会社 

２ パネルの回収について 

（１）日程 

   １２月５～７の３日間で実施した。 

（２）回収枚数及び回収量 

   約２，４００枚、１，６３０㎏ 

３ 今後の対応 

  アクリル製のパネルについては現在も使用中であるため、設置終了後

に対応を検討する。 

  

令和５年度第４回足立区環境審議会資料 
報告事項５ 

ペット樹脂製パネル 回収の様子 
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件   名 
プラスチック分別回収のモデル実施に向けた第１期住民説明会の報告

及び第２期住民説明会の日程等について 

所管部課名 足立清掃事務所 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

内  容 

 

 

 

 

 

 

 

  

 プラスチック分別回収のモデル実施に向け、開催した住民説明会の

状況及び今後の開催日程について以下のとおり報告する。 

１ 第１期住民説明会について 

 日  時 参加者 会  場 

1 10月 4日(水)19:00～ 39人 
千住本町住区センター 

2 10月 7日(土)14:00～ 69人 

3 10月 11日(水)19:00～ 33人 
千住あずま住区センター 

4 10月 14日(土)14:00～ 96人 

5 10月 17日(火)19:00～ 56人 千住河原町住区センター 

6 10月 19日(木)19:00～ 29人 新田地域学習センター 

7 10月 21日(土)14:00～ 57人 千住河原町住区センター 

8 10月 25日(水)19:00～ 47人 江南住区センター 

9 10月 28日(土)14:00～ 37人 新田地域学習センター 

10 10月 29日(日)14:00～ 76人 江南住区センター 

11 10月 31日(火)19:00～ 36人 
千住柳町住区センター 

12 11月 4日(土)14:00～ 68人 

計 643人  

２ 質疑応答での質問と回答 

項
目 

質 問 回  答 

経 

費 

モデル実施の費用
はどれくらいか。 

モデル地区による先行実施で、年間２
億円程度と見込んでいる。 

回

収 

資源回収日に合わ
せて回収できないの
か。 

週１回の資源回収日に古紙、びん・
缶、ペットボトルに加え、プラスチック
を回収した場合、集積所のスペースが不
足するため、プラスチック回収日を別に
設けた。 

回

収 

燃やすごみの回収

は週３回のままにで
きないのか。 

既に実施している他区の状況やＣＯ２

排出量、経費などの環境問題を踏まえ、
区として総合的に判断して、燃やすごみ
の回収日を週２回とした。 

リ
サ
イ
ク
ル 

プラスチックはど
のようなものにリサ
イクルされるのか。 

プランターやパレットなど、新しい製
品に再生する場合（マテリアルリサイク
ル）と、化学的処理をして原料に戻す場
合（ケミカルリサイクル）がある。 

令和５年度第４回足立区環境審議会資料 

報告事項６ 
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項

目 
質 問 回  答 

分
別 

弁当容器の値札な
どのシールもはがし
た方が良いのか。 

できるだけはがし、はがせないものや
はがし残りのシールがある場合は、残り
水などで軽くすすぐか、布や紙でひとぬ
ぐいしてから、プラスチックとして出し
てほしい。 

分
別 

容器を水ですすい
でも油分が取れない
場合はプラスチック
として出せるのか。 

残り水などで軽くすすいで、見た目で
油分が落ちていれば、プラスチックとし
て出せる。油分が取りきれない場合は、
燃やすごみとして出してほしい。 

排

出 

プラスチックは、
どのようにして出す
のか。 

燃やすごみと同様に中身が見える透明
または半透明の袋に入れて出してほし
い。 

また、風で飛ばされる可能性もあるの
で防鳥ネットを掛けてほしい。 

３ 第２期住民説明会の開催状況（令和６年１月～３月） 

 日  時 会  場 

1 1月 27日(土)14:00～ 千住河原町住区センター 

2 

 

 

1月 30日(火)19:00～ 総合ボランティアセンター 

3 2月 1日(木)19:00～ 千住河原町住区センター 

4 2月 3日(土)14:00～ 
千住あずま住区センター 

5 2月 8日(木)19:00～ 

6 2月 10日(土)14:00～ 千住柳町住区センター 

7 2月 11日(日)19:00～ 千住関屋町会 

8 2月 13日(火)19:00～ 東京芸術センター 

9 2月 14日(水)19:00～ 江南住区センター 

10 2月 16日(金)19:00～ 千住柳町住区センター 

11 2月 18日(日)14:00～ 江南住区センター 

12 2月 24日(土)19:00～ 生涯学習センター 

13 3月 5日(火)19:00～ 
新田地域学習センター 

14 3月 9日(土)14:00～ 

 ※ 網掛けは実施済み 

１０～１１月の開催は、町会・自治会の加入住民を重点に開催した

が、１月からは、未加入住民も含め対象を広げて開催している。 

そのため、１月にモデル地区内の全戸へ配付した啓発チラシに開催

日程を掲載し、収容人員の大きな会場も用意し、周知の拡充を図って

いる。 

   また、新たに製作した周知動画を説明会で活用するほか、ホームペ

ージに掲載し、分別への協力を呼び掛けていく。  



11 

 

参考 モデル事業実施の対象地域 

千住、千住曙町、千住旭町、千住東、千住大川町、千住河原町、 

千住寿町、千住桜木、千住関屋町、千住龍田町、千住中居町、 

千住仲町、千住橋戸町、千住緑町、千住宮元町、千住元町、 

千住柳町、日ノ出町、柳原、小台、宮城、新田 

    

世帯数： 約５６，２００世帯（区全体の約１５．４％） 

人 口： 約１０４，９００人（区全体の約１５．２％） 

集積所数： 約３，８００カ所（区全体の約１３．０％） 
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件   名 
「モデル地区におけるプラスチック分別回収事業実施に伴う資源化委

託」公募型プロポーザルの特定結果について 

所管部課名 足立清掃事務所 

内   容 

モデル地区におけるプラスチック分別回収事業実施に伴う資源化委託

選定委員会におけるプロポーザル方式による審査の結果、以下の事業者

を契約の相手方として特定したので、報告する。 

１ 業務名 

  モデル地区におけるプラスチック分別回収事業実施に伴う資源化委託 

２ 業務目的及び内容 

集積所から回収したプラスチックを選別・異物除去のうえ、一時的

に保管し、指定法人等へ効率よく引き渡しするため圧縮・梱包（ベー

ル化）をする。 

（１）回収したプラスチックの搬入作業 

（２）選別・異物除去・圧縮・梱包等 

（３）指定法人への引渡し 

３ 特定した相手方 

（１）事業者名 株式会社 要興業（代表者 木納 孝） 

（２）所在地  東京都豊島区池袋 2丁目 14番 18号 池袋ＮＳビル 2Ｆ 

４ 申込事業者数 

 ４事業者 

５ 提案価格 

８０，５６５，８９２円（税込） 

６ 業務期間 

令和６年４月１日から令和７年３月３１日まで 

※ 履行状況が良好な場合に限り、最長２回まで（令和９年３月３１日ま

で）契約を更新することができる。 

７ 特筆すべき提案概要、評価した理由・ポイント 

（１）機械選別や手選別による異物除去、リチウムイオン蓄電池混入防

止対策が徹底されていること。 

（２）区の専用プラントとしての活用や、モデル地区内に工場があるた

め収集運搬の効率性に伴う二酸化炭素削減が期待できること。 

 

 

令和５年度第４回足立区環境審議会資料 

報告事項７ 
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８ 特定までの経緯 

（１）公募期間 令和５年１１月６日から令和５年１１月１６日まで 

（２）選定委員会 

ア 委員会開催状況 

 開催日 内 容 審査事業者数 

第１回 １０月３０日 
選定方法や評価項目等の

確認 
－ 

第２回 １２月１３日 
第一次選考（提案書提出

者の選定：書類審査） 
４事業者 

第３回 １月１０日 

第二次選考（事業者の特

定：プレゼンテーション、

ヒアリング） 

２事業者 

イ 委員構成（計５名） 

種別 氏 名 役 職 等 

学識経験者 

(有識者含む) 

百田
も も た

 真史
ま さ し

 

【委員長】 
東京電機大学未来科学部教授 

藤田
ふ じ た

 八暉
はちてる

 久留米大学名誉教授 

区 民 
三輪
み わ

 由美
ゆ み

 足立区町会・自治会連合会役員 

茂木
も ぎ

 福美
ふ く み

 足立区女性団体連合会役員 

区職員 松本 令子 学務課長 

９ 今後の方針 

分別方法等の課題等について検証を行い、全区展開に向け課題を改善

していく。 
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件   名 年末の不法投棄・落書き防止の取組結果について 

所管部課名 生活環境保全課 

内   容 

ビューティフル・ウインドウズ運動の一環として、年末年始期間を「美

しいまち」で過ごしていただくために実施した年末の「不法投棄・落書

き防止」の取組結果について報告する。 

 

１ 不法投棄防止キャンペーン 

不法投棄・落書きの通報の呼びかけを行った。また、通報した方や

通報協力員に新規登録した方先着１００名にポーチまたはミニブラ

ンケットを送付した。 

（１）実施期間 

令和５年１２月１日(金)～１２月３１日(日) 

（２）周知方法 

ア ポスター掲示 

番号 依頼先 掲示依頼箇所 備  考 

１ 区内駅 ５駅 
北千住、綾瀬、西新井、 

竹ノ塚、梅島 

２ 区施設 ４９カ所 住区センター等 

３ 子育てサロン １３カ所 拠点型及び商業施設内 

４ 足立成和信用金庫 ２０カ所  

５ アリオ西新井 １カ所  

イ 横断幕の掲出 

    北千住ペデストリアンデッキおよび区役所２階アトリウムに

横断幕を掲出した。 

ウ あだち広報、区ホームページ、ＳＮＳ 

エ 綾瀬警察署わんわんパトロール隊講習会 

    令和５年１２月２日（土）、谷中公園で開催された「綾瀬警察署

わんわんパットロール隊講習会」（※）に参加し、犬の散歩の際の

通報の呼びかけを行った。 

   ※ 綾瀬警察署、足立区、ＮＰＯ法人が、防犯意識の向上などを

目的に実施している交流会。今年で４回目。 

 

 

令和５年度第４回足立区環境審議会資料 

報告事項８ 
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 【参考写真】 

 

 

 

 

 

 

 

梅島駅            アリオ西新井駅 

 

 

 

 

 

 

 

     

北千住ペデストリアンデッキ 綾瀬警察署わんわんパトロール隊講習会 

（３）キャンペーン期間中の対応実績 

ア 通報数 

年 度 １２月期 備 考 

令和４年度 ５５６件 令和４年度全体    ６，２５３件 

令和５年度 ６７３件 令和５年４月～１２月 ４，７７５件 

※ 放置自転車の通報も含む 

イ 処理個数 

内訳 区道 公園 集積所 私有地 合計 
前年度 

12月期 
増減 

自転車 ３２２ ５ ０ ２ ３２９ ３２９ ０ 

ごみ ４５ １５８ １５７ ４ ３６４ ３１６ ４８ 

家電 １ ３ ２２ ０ ２６ ４０ －１４ 

バイク ５ １ ０ ０ ６ １ ５ 

合計 ３７３ １６７ １７９ ６ ７２５ ６８６ ３９ 

ウ 通報協力員の登録者数(令和５年１２月末現在 ４，９３１人) 
 

令和５年 令和４年 

１２月期 ２３人 １０２人 

   ※ 令和５年４月から累計４９０人増加 
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２ 不法投棄・落書き点検 

  以下の通り、刑法犯認知件数が多い駅周辺等を重点的に点検し、落

書き消去、不法投棄物撤去を行った。 

（１）実施期間 

   点検    ：令和５年１０月２３日から１１月２日まで 

   消去（撤去）：令和５年１１月６日から１２月下旬まで 

（２） 重点点検実施エリア【別紙１－１、１－２参照】 

刑法犯認知件数が多い以下のエリアを重点的に点検した。 

ア 北千住駅周辺 

イ 竹ノ塚駅周辺 

ウ 西新井駅からアリオ周辺（西新井大師周辺及び参道含む） 

エ 綾瀬駅周辺 

オ 国道四号線の本庁舎から千住大橋まで 

（３）対応状況 

ア 不法投棄   ０件 

イ 落 書 き  ３３件 

年末点検で発見した落書きは、すべて消去した。 

区の支援により消去した１４件のうち、業者に委託して消去し

た件数は２件、３４，７００円である（その他１２件は区職員に

よる消去）。 

 ■落書き消去の状況【別紙２－１、２－２参照】   （単位：か所） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 今後の方針 

引き続き「美しいまち」の実現を目指し、ビューティフル・ウイン

ドウズ運動の一環として取組を進めていく。 

 

内訳 

区の支援

で消去 
施設管理者に消去依頼  

消去数 

民有地 区管理用地 国道・都道 事業用地 

北千住駅周辺 １０ ３ １ ４ １８ 

竹ノ塚駅周辺 １ ０ ０ １ ２ 

西新井駅周辺 
（大師周辺等含む） 

２ ０ ０ ０ ２ 

綾瀬駅周辺 ０ ３ １ ０ ４ 

国道四号線 
（本庁舎～千住大橋） 

１ ０ ４ ２ ７ 

消去数 １４ ６ ６ ７ ３３ 
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重点点検エリア 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

北千住駅周辺 

竹ノ塚駅周辺 
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西新井駅周辺・西新井大師周辺 

綾瀬駅周辺 
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写真資料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

別紙２―１ 

北千住駅周辺 

  

竹ノ塚駅周辺 
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国道四号線 

  

 

綾瀬駅周辺 

 

別紙２―２ 

 西新井駅周辺 

 
（西新井大師周辺等含む） 

（本庁舎～千住大橋） 


